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志田順 が 1909 年にレボイル・パシュウィツ（Rebeur-Paschwitz）式傾斜計を京都の上賀茂地
学観測所に設置し、わが国で初めて地球潮汐の観測に成功してからちょうど百年が過ぎた。この上
賀茂における傾斜計観測が、弾性地球の変形を表す 3 つの定数のうちの 1 つである「志田数」の提
唱につながった 1。 
 1909 年に志田順を京都帝大に招聘したのは、第 3 代京都帝国大学総長の菊池大麓であった。既

















その後、寺田寅彦は東京帝国大学・助教授時代の 1913 年 10 月 25 日に京都の上賀茂地学観測所
を訪れている。この事実は、彼の「手帳」に残されている。その記述によれば、10 月 24 日に寝台
列車で京都に着いた寺田は、その晩京都に泊り、翌日 25 日に“京都上賀茂地学観測所観覧”ののち、
同日の夜行寝台列車で東京に戻っているようである。「手帳」の 10 月 24 日の欄に、汽車寝台共：8
円 97 銭、赤帽給仕：20 銭、新聞：2 銭、車：45 銭、烟草：20 銭、エハガキ：12 銭、ミヤゲ：66
銭、雑誌：52 銭、宿屋：5 円 48 銭＋3 円、汽車：8 円 97 銭、赤帽：20 銭、朝飯：45 銭、車代：
47 銭という几帳面な記載がある。66 銭のミヤゲというのは、どんなものであったであろうか。 







という老舗旅館であった 3。この柊屋旅館は、西村英一の生家である。1913 年 10 月 24 日～25 日
に寺田寅彦が京都で泊った宿もこの柊屋であったとすると、そのとき西村英一は寺田寅彦に会った
可能性も考えられる。1907 年 2 月 4 日生れの西村英一は、当時、小学校 1 年生。もし、西村がこ
のとき寺田に会っていたとすると、後年、大学で地球物理学分野に進んだ西村の進路選択の動機付
 7
けの 1 つになっていたかも知れない。残念ながら、これを確かめる前に西村は、1964 年 3 月 19 日
に 57 歳の若さで急逝している。 
その後、寺田寅彦と志田順との個人的な交流を示す資料は見いだされていないが、寺田寅彦は、
志田の弟子であった松山基範の業績を高く評価し、後々までその面倒をよくみている。 
松山基範は、1929 年 5 月 25 日に寺田寅彦の紹介で、帝国学士院例会において「日本及び朝鮮・
満州に於ける玄武岩の付磁方向に就いて」の講演を行っているほか、1935 年 12 月 31 日に寺田寅
彦が亡くなる前年まで寺田の自宅を度々訪問していたことが「寅彦日記」に残されている。 























2009 年 10 月 10 日 朝日新聞（大阪本社）夕刊 10 面：「100 年前、地球の変形初観測」 
同  10 月 22 日 日本経済新聞夕刊 16 面：「100 年前活躍 幻の傾斜計」  
同  11 月 18 日 京都新聞朝刊 1 面：「傾斜計発見、学術遺産に」 
同  12 月 28 日 読売新聞（大阪本社）朝刊 16 面：「地震計の元祖発見」 
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